
 

 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
広島県では、野生鳥獣による農業被害防止対策として、集落ぐるみによる「環境改善」、「侵

入防止」及び「加害個体の捕獲」の総合的な取組を推進しています。 
人口減少が進行していく中において、行政、関係団体、集落が連携して実施体制を構築して

いくために、「鳥獣に負けない社会をどうつくるか」をテーマに、シンポジウムを開催しま
す。 
農業者だけではなく、身近な問題となりつつある野生鳥獣の被害とその対策について、多く

の県民の皆様にご紹介したいので、是非取材をお願いします。 
 

 

(1)日 時：令和７年７月 10 日（木）13:00～15:30 

(2)場 所：広島県立総合技術研究所 農業技術センター講堂 

       （東広島市八本松町原 6869） 

  (3)参 加 費：無 料(※ＷＥＢ傍聴あり) 

(4)シンポジウムの内容 

〇広島県の鳥獣被害の現状とこれまでの対策           

〇テゴス設立の経緯とねらい・活動状況の報告 

〇転換期に求められる新しい鳥獣害政策の視点 

〇パネルディスカッション：私たちはどう行動すれば良いのか？ 

  (5)そ の 他 ブース展示（12:00～16:00） 

   ・鳥獣害なんでも相談コーナー  

   ・電気柵、ワイヤーメッシュ柵展示、動画放映 など 
 

 
 

◆ 問い合わせ先 

 

資 料 提 供 
令和７年７月４日 

課 名：農業生産課 
担 当 者：出原 
内 線：3590 
直通電話：082-513-3591 

シンポジウム「鳥獣に負けない社会をどうつくるか」を開催します 

              日時：令和７年７月 10 日（木） 13:00～15:30 

          場所：広島県立総合技術研究所 農業技術センター講堂 

（受託事業者） 

一般社団法人広島県鳥獣対策等地域支援機構（通称：テゴス） 

担当：中川 

Ｔ Ｅ Ｌ：０８２－４０１－４１５８（9:00～17:00） 

Ｍａｉｌ：info@tegos-hiroshima.com 

（テゴスの集落での活動状況） 

 




